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                               ＪＡＦ岡山広報 2022-006 

２０２2年 7月 29日  

 お盆休み前のマイカー点検で、安心ドライブを！ 
8/8～10、12 JAF岡山支部でマイカー点検教室を開催 

 

ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）岡山支部（支部長 梶谷俊介）では、８月８日（月）～１２日（金）

（※8/11除く）の 4日間、ＪAF会員を対象にしたマイカー点検教室を開催します。  

 多くの自動車販売店が休業するお盆休みに備えて、ロードサービスの現場経験豊富な JAF イン

ストラクターと一緒にマイカーを点検し、安心してドライブを楽しめる環境を整えましょう！ 

 

【マイカー点検教室 開催概要】 

開催日時：8月 8日（月）～１０日（水）、１2日（金）  下記①～⑥の時間帯で開催 

①１０:3０ ②１１:3０ ③１３:3０ ④１４:3０ ⑤１５:3０ ⑥１６:3０（各回３０分） 

会   場：ＪAF岡山支部（岡山市中区さい 155-9） 

参加費用：無料 

参加条件：マイカーで参加できる方（JAF会員限定） 

募集定員：各回 1名 （定員になり次第締切）  

参加希望日前日までに、電話でお申し込みください。 

 

講習項目：① エンジンルームの点検 

（バッテリー、エンジンオイル、冷却水など） 

② タイヤの点検（空気圧や溝の深さなど） 

③ 運転席まわりの点検 

         （ランプ、警告灯、ワイパーゴムなど） 

      ④ 夏のドライブの注意点 

（車内の換気やエアコン、チャイルドシートなど） 

 

【昨年８月、ＪAFロードサービスで最も多かった救援依頼は「バッテリー上がり」】 

昨年 8月、岡山県内におけるＪＡＦロードサービス出動件数は 2,717件。 

 出動内容で最も多かったのは「バッテリー上がり（過放電バッテリー）」（701件 構成比 23.8％） でし た。  

 バッテリー上がりの原因は、「過放電」と「破損・劣化」の 2つです。 

特に、エアコンを駆使する夏季は、電気が作られる量と使う量の 

不釣り合いからトラブルが発生しやすくなっています。 

エアコンなど電装品の使いすぎに注意してください。 

過放電によるバッテリー上がりでよくあるケースが、ライト類や 

室内灯の消し忘れ、半ドアによる室内灯の点灯です。 

降車時にチェックするよう心がけましょう。 

バッテリーの寿命は、一般的に 2～3年と言われていますが、 

車の使用状況によっては交換時期が早まる可能性もあります。 

バッテリー上がりの原因が分からない場合は、交換する前に自動車 

販売店や整備工場で点検を受けて原因を突き止めてください。  

 

 

 

 

 

【申し込み・問い合わせ先】 

一般社団法人日本自動車連盟 岡山支部  担当：中田、建部 
〒703-8248 岡山市中区さい１５５－９ 

Tel： 086(273)0710   Fax：086(273)0784 （受付時間 平日 10～１７時） 

E-Mail:okayama-koho@o3.jaf.or.jp   URL: httpｓ://jaf.or.jp/ 
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【添付資料：バッテリーの点検方法】 

①バッテリー上部にある＋と－の端子の腐食や取り付け金具の緩みはないか、 

②バッテリー本体の外観に割れやヒビ、ふくらみなどの異常がないか。 

③液量が、本体横についているUPPER LEVEL（最高液面線）とLOWER LEVEL（最低液面 

線）の間で足りているか、 

④6つあるキャップの通気口に、白い腐食物やゴミなどが付着してふさいでいないか、 

※バッテリー液の補充や点検が不要なメンテナンスフリーバッテリーの場合は、③、④の代わ   

りに、バッテリーの上部にあるインジケーターで、バッテリーの状態を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 


